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ロラγCは，米国のコーストガードが運用する船舶や航空機の担lj位のための，長波を用いた無線航行援助システ

ムであるが，安定な伝播が期待できる地表波の利用可能範囲が，電波の発射局を中心として，半径20 0 0 

h程度まで期待でき，広範な地域で高精度利用が可能である。しかし，電波の伝播経路K陸地が含まれると，

測位結果K系統誤差が生じ，調IJ位精度が低下する。測量船「昭洋」が八丈島南l方及び清水港から野

島崎沖を経て八戸沖K到る海域を航行中K取得したロランC北西太平洋チェーンのデータを解析し，到来電

波K含まれる陸上伝播の効果を評価した。その結果ロランC電波は，陸上を伝播するとき，海上より伝播速

度が遅〈念.！：＞ , 2 9 9. 1 8 m / μ s , また海上Kなける伝播速度は，従来採用されていた 29 9. 6 9 2 m/  

μs よb大きく 29. 9. 7 1 2 m / μ sが適当であるととが分かった。従って，利用者が電波の伝播経路の特

性を考慮するととなく単一の電波伝播速度を採用すれば，当然、陸上と海上の伝播経路が混在するととに在る

受信地域では測位結果K系統誤差が生じ石。しかし左がら，との誤差は地域K特有なものであるから，補正

するととができるo即ち，海上の電波伝播速度を基本とする測位システムで陸上伝播が含まれる場合は，そ

の地点の陸上伝播距離の概略をもとめ，その匝離K前述の評価結果から求められる単位陸上距離当たりの伝

播時間の増分6.0 ns /Kmを乗じた値を補正すればよい。

とうして，正しく陸上伝播の補正が行われれば測位精度は，ロランC地表波が利用できるあらゆる地域で

±数10メートル程度の測位が可能となろう。ロランC北西太平洋チェーンを利用する場合系統誤差が生じる

海域は，関東から西の南海上でX局（北海道）の電波を利用する場合と，犬吠埼から北の東日本東方海上で

最も大きくな.！：＞ ' 1海里をとえる地域がある。日本海側でも当然、との影響を受けるが，との海域では，シス

テムの全局Kついて陸の影響を受けるため，主局K対する相対補正量が小さくなり測位の系統誤差はそれほ

ど大きく左らない。

きて，陸上伝播の補正は，利用するロランCシステムの電波発射局が記入された海図上から送受信点間K

含まれる陸上距離をデパイダで求め補正係数を乗ずれば，誰でも簡単K行えるが，とのような方法では正確

は期しがたい。一般K地図上K測地線を引けば直線とはならないからである。海岸線が複雑な曲線を描いて

いるととも誤差を大きくする。そとで，我々は，ロランCシステムの高精度利用者のためK日本近海K展

開されたロランC北西太平洋チェーンKついてロランC地表波陸上伝播補正図を作成した。との図の基は経

緯度を 5I×5 I メッシュK切った格子点Kついて計算した補正表であるが，そのような細かい補正値を図

にできないので， ととでは lo× 10メッシュのプロック補正値をX, y局Kついて参考までK掲
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げた。海域Kよる補正量の傾向を掴んでいただければ幸いである。

なか，梓世告の詳しレ擢上伝播効果。評価方氏陸上距離の求めかた等については，水路部研究報告第 20号K

報告している。詳細を知bたい方は，そちらの方をど覧願いたい。
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